
安全は  すべてに 優先する 

 
 
                                        
 

昨年度に引き続き、会員の皆さまには、新型コロナウイルス感染症の防止対策のため委任状および

議決権行使書による参加をお願いし、３密防止対策を施した会場で、令和 3 年度定時総会を開催しま

した。 

南石理事による司会進行で始まり、池内会長により、挨拶および出席者 25 名、委任状および議決権

行使者 423 名、計 448 個の議決権がある旨の報告をした後、議長に選任された横田副会長により議事

が進められました。 

まず、吉越監事により「令和2年度監査報告」が行われ、次いで湯浅事務局長から報告第1号「令和

2年度事業報告について」および報告第2号「令和3年度事業計画及び予算について」の報告が行われ

ました。続いて、池内会長から議案第1号「令和2年度決算について」および議案第2号「公益社団法

人流山市シルバー人材センター定款の改正について」の提案説明があり、また、海老原常務理事から

事前にいただいている意見に対する回答を経た後、審議の結果、原案どおり可決されました。 
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（１） 
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グラフで見る2020年度（令和 2年度）事業実績 

2020年度（令和 2年度）は、コロナ
禍で厳しい結果となった。会員数が 2

年連続して大幅減、就業実人員が 5 年
連続して減少しているのは大きな問
題。契約金額の落ち込みは、コロナが
終息すれば、公共事業は回復が見込ま
れるが、民間事業は回復に時間が掛か
る。強い対策が必要。全員で頑張りま
しょう。    （ 横田清四郎・記 ） 

施設や自転車の就
業時間短縮により公
共事業は減少。 
スーパー等民間事

業も大幅減。 
植栽・除草等の頑

張りにより一般家庭
は増加。 

60～70 歳台前半
は、年々入会者が少
なくなり、退会者も
出て、減少続く。 

令和 3年度  定時総会 
令和3年6月20日（日） 初石公民館にて開催 
令和2年度 監査報告 事業報告 決算承認 
令和3年度 事業計画・予算 定款の改正 

 



 駐 輪 場  笑 顔 の 挨 拶  事 故 も な し 

。                 

『令和 3年度第 3回理事会』 6月14日（月） 

【報告事項】 

① 令和3年4月の当センターの運営状況は、会員数684名（男性552名・女性132名）で前年比33

名減（男性 25 名減・女性 8 名減）。事業実績累計（4 月につき単月と累計は同じ）は、前年比

17.7％増。就業率は 69.3％で前年比 1.0％増（派遣会員 13 名を含めると 1.0％増）。公共事業が

28.9％増と全体を引き上げた。2年前の平成31年4月とほぼ同じ事業実績に回復 

② 池内会長が、県シ連（千葉県シルバー人材センター連合会）の理事に就任 

③ 令和2年度県シ連統計によると、県内48シルバー人材センターのうち、当センターは会員数が 9

位、受注件数9位、契約金額は10位、女性会員比率は41位 

【協議事項】 

① 5月新入会員4名（男性2名・女性2名）の承認と退会会員3名（男性3名）の報告 

② 令和3年度定時総会の理事・監事の役割分担、会員数・報告・議案事項の再確認 

③ 会費未納会員と資格喪失 

④ 就業開拓・会員拡大部会の設置スケジュール 

『第 3回広報委員会』 6月4日（金） 

① 会報原案の修正、次号の編集予定と日程 ② 市内全世帯向け「シルバーPRチラシ」作成協議お

よび森の倶楽部での写真撮影、7月初め完成、新聞3紙折込みへ ③ 「就業アンケート」の校正・編

集、7月会報折込みへ 

『安全適正委員会』 6月10日（木） 

① 全シ協・県シ連の本年度事故削減目標は 15％減、事故最多月は 7 月で植栽・除草に多い、7 月

の「安全・適正就業強化月間」実施と当センターの取り組み ② 当センター5月以降の事故は0件、

当年度累計は１件 ③「安全標語＆ヒヤリ・ハット体験談」の応募結果 ④ カルマ―刈払い機講習

会実施 

『第 3回女性委員会』 6月14日（月） 

①「ふれあいの家」「ながいき 100 歳体操」は 7 月から再開（7/5 は体力測定） ②「ふれあいの

家」で県シ連による「100歳体操」の写真撮り ③ 千葉TVの情報番組『ビジネススタイル』が8月

に「ふれあいの家」を取材予定  

【第3回女性部会】 6月17日（木） 

① 女性部会の活動についての取材と写真撮影あり、「ふれあいの家」と合わせて、7月30日発行の

地域新聞に掲載、県全域に配布 ② 8月予定の「女性限定入会説明会」に女性部会員のアイデアを導

入 ③ 11月開催予定の「南流山センター＆南流山福祉会館フェスタ」に出展する内容 

『第 2回館長等会議』 6月28日（月） 

下花輪福祉会館で開催。 

① 新型コロナウイルス感染症対策と今後の対応 ② 公共施設予約システムの取扱い ③ 福祉会館ホ

ームページの再確認 ④「市施設管理運営の手引き」の修正 ⑤ 長期就業異動対象者について ⑥ 

各施設の運営状況等の報告 
        

（ ２
） 

活 動 報 告 

（２） 



 
  
 
  

 
 
『「流山シルバー友の会」総会』 

新型コロナウイルスへの感染防止対策を考慮して、対面形式による総会を中止し、書面形式による
総会（議案書の郵送と同封したハガキによる賛否回答）を実施しました。 

会員 101名の内 73名から回答をいただき、議題全て（事業実績報告、収支実績報告、会計監査報告、
役員・監査役が継続となる件、事業計画、収支予算）について全員から賛成の回答をいただきました。
意見として、① コロナ感染症が終息次第活動を再開して欲しい、② 情報交換の場として活用できるよ
う頑張って欲しい、③ 女性役員を増員して欲しい との要望等がありました。また、役員に対する激
励とねぎらいの言葉をいただきました。励みとなりますのでありがたく思います。 

会員の皆さまが大いに楽しんでいただけること、仕事や生活に対する意欲向上に役立つことを目的
として、シルバー人材センターの会員の方に参加していただける会となるよう対応していきたいと思
います。                                  （上 辰男・記） 

 

  

令和 3年度「安全標語＆ヒヤリ・ハット体験談」 入選作が決定！ 
「安全標語＆ヒヤリ・ハット体験談」の作品募集をした結果、安全標語 19人、70点、ヒヤリ・ハット
体験談７人、７点の応募がありました。 
６月10日に開催した安全適正委員会で選考した結果、安全標語６点（うち最優秀賞１点）、ヒヤリ・

ハット体験談１点が次のとおり入選となり、６月 20 日開催の定時総会終了後の席で発表しました。安
全標語については、会報の標語欄に順次掲載し、安全就業の啓発に一役かっていただきます。入選者
および応募者の皆様には記念品を贈呈させていただきました。多数のご応募をいただき感謝いたしま
す。                                 （安全適正委員会・記） 

（１）安全標語   
最優秀賞 気をつけよう！ 惰性にひそむ 事故の影 6 地区 矢實 貞夫 

 

 
入   選 

「安全心得10か条」 みんなで守って 事故防止 1 地 区 市毛  和男 

安全は 気力、体力、洞察力 3 地 区 高  幸 平 

働いて 無理なく 伸ばそう 健康寿命 8 地 区 石田 香寿美 

シルバーの 安全作業は 地域の模範 8 地 区 中川  吉郎 

シュミレーション 今日の手順と危険予知 6 地 区 黒崎  康光 

（２）ヒヤリ・ハット体験談   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
      

同好会名 開催日① 開催日② 開 催 場 所 開 始 時 刻 連 絡 先（入会等） 

ゴ ル フ 9 / 1 6 ( 木 ) 1 0 / 2 1 (木 ) 野田市PG場 (ひばり) 8：30（ｽﾀー ﾄ） 中川 04-7148-3006 

パソコン 7 / 2 0 ( 火 ) 8 / 1 7 ( 火 ) コミュニティプラザ 14：00 ～ 横田 080-6117-4426 

写 真 7 / 2 7 ( 火 ) 8 / 2 4 ( 火 ) コミュニティプラザ 14：00 ～ 小島 04-7154-9377 

（３） 

友の会だより 
「流山シルバー友の会」は人材

センター会員とＯＢの「いきが

いづくり」を応援する組織です 

 

 
   日時：7月25日（日）13:00～16:00 

会場：下花輪福祉会館（ほっとプラザ下花輪）   人数：15名 

注意：マスク着用、飲み物持参、実施にあたり十分な３密回避策を行います 

この後は、8月26日（木）14:00～16:00下花輪福祉会館を予定しています 

 

 慌てるな  危険が潜む  心のすきま 

【ヒヤリ・ハット体験談 入選作】 ７地区 小髙 由美子 
 
ある日の夕暮れ時のことです。交差点で赤信号のため右折ウィンカーを出して停車していたとこ

ろ対向車線に一台のオートバイ。やはり、右折ウィンカーです。 
信号が青に変わり私は歩行者が居ないのを確かめ、右折しようと車を発車しました。（対向車も

右折オートバイ 1 台）ところが、そのオートバイは右折ウィンカーを点滅したまま直進してくるで
はありませんか。びっくりしました。急停車した私を睨みつけ走り去っていきました。 
運転していた男性は、あきらかに高齢者。その日以来、相手のウィンカーを信じられなくなりま

した。私も高齢者です。命にかかわるウッカリミスをしないように自分を戒めています。 



 
    
    
日 曜 ７ 月 の 予 定  日 曜 ８ 月 の 予 定 
16 金  

 
 

1 日  

17 土  2 月 高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業 

18 日  3 火  

19 月 高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業 4 水 事業運営委員会 

20 火 入会登録説明会（南流山センター） 配分金支払日 5 木  

21 水  
6 金 

広報委員会 
安全パトロール 22 木 海の日 

23 金 
スポーツの日 
女性会員のつどい（森の倶楽部） 

7 土  

8 日 山の日 

24 土  9 月 振替休日 

25 日  
10 火 

入会登録説明会（シルバー人材センター） 
理事会 女性委員会 26 月 高齢者ふれあいの家（オリーブ）事業 

27 火  11 水  

28 水  12 木 安全適正委員会 

29 木  13 金  

30 金  14 土  

31 土  15 日 「シルバー流山」発行 
 
◎新会員のご紹介（敬称略）（〇で囲んだ数字は地区名） 

吉川 憲一 ②  堀 剛司 ②  上野 芳雄 ②  高橋 みき子 ⑤  藤永 晴次 ⑤ 
佐々木 昭 ⑦  谷嶋 登 ⑨  渡邊 愛子 ⑩ 

◎夏の交通安全運動について 
令和 3 年夏の交通安全運動が展開されています。この時期は、暑さにより安全意識や集中力が低下

しがちになり思わぬ事故が発生する恐れがあります。車も歩行者もお互いにルールを守り、一人一人
の心がけで交通事故をなくしましょう。 

実施期間 令和3年7月10日から7月19日まで  スローガン 「交差点 青でも左右 確認を」 

重点目標 ① ゼブラ・ストップ（横断歩道者保護）② 子供と高齢者の安全確保 ③ 飲酒運転の根絶 

     ④ 自転車の安全利用の推進（ちばサイクルールの広報） 

◎7 月は「安全・適正就業強化月間」です 
国が実施した「全国安全週間（7 月 1 日～7 日）」に合わせ千葉県シルバー人材センター連合会は 7

月を「安全・適正就業強化月間」とし、安全・適正就業対策の一層の推進を図るため実施要領を定め
て実施および点検を呼びかけています。安全・適正就業に心がけ事故防止と適正就業に努めましょう。 

≪各シルバー人材センターでの取り組み事項 実施要領抜粋≫ 
① 重篤事故につながる就業の見直し ・安全保護具の着用 ・脚立からの転落防止 ・健康チェック 
② 損害賠償責任保険事故の防止   ・除草作業時の石飛、配線切断事故防止の徹底 
③ 就業途上における交通事故の防止 ・自転車およびバイクでの事故防止の徹底 
④ 安全就業対策の総点検の実施   ・就業前後の安全意識等の徹底 ・機械器具等の点検整備 
 
◎緊急募集中！ （就業を希望する方は事務局まで至急ご連絡ください） 
① 自転車駐車場  ＜受付＞ 江戸川台駅東口 1名 江戸川台駅西口 2名 運河駅 1名 
          ＜整理＞ 運河駅、江戸川台駅 各1名 
② 放置自転車対策 初石駅周辺 1名    ＜詳細は事務局までお問い合わせください＞ 

  
安全に関する行事等は年に何回か行われ、

さまざまなルールや標語や安全器具等が作ら
れていますが、悲しいことか事故は絶えません。 
結局、一人ひとりが安全に心がけなければ事故は無なくなりませ

ん。安全の第一歩は、決められたことを守ることから始まります。あたりまえのことのようですが、
このあたりまえ、案外まもられていないのです。 

「日頃から決め事を守る習慣」をつけておきたいものですね。       (都築 宣治・記） 
    

会 員 数：令和３年6月３０日現在 

計 ６８１ 男性 ５４８ 女性 １３３ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜ 編 集 委 員 ＞ 
神田英子・小髙由美子・日向典

文都築宣治・横田清四郎 

お互いに  声掛け合って  事故防止 


